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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

流流体体数数値値シシミミュュレレーーシショョンン    

    

    

    

    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  環環境境都都市市工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

戦戦国国大大名名朝朝倉倉氏氏のの城城下下町町一一乗乗谷谷はは山山にに囲囲ままれれ，，水水害害がが生生じじややすすいい福福井井市市のの一一乗乗谷谷川川沿沿いいのの谷谷間間ににああるる．．一一乗乗

谷谷はは谷谷間間のの城城下下町町ででああるるたためめ，，水水害害にに見見舞舞わわれれややすすくく，，近近年年ででもも平平成成 1166 年年のの福福井井豪豪雨雨でで大大ききなな被被害害をを受受けけてていい

るる．．過過去去のの水水害害のの状状況況をを知知るる手手ががかかりりととししてて，，一一連連のの遺遺跡跡調調査査のの中中でで，，福福井井県県立立一一乗乗谷谷朝朝倉倉氏氏遺遺跡跡資資料料館館（（以以

下下，，資資料料館館））はは 22001199 年年にに戦戦国国時時代代のの一一乗乗谷谷川川（（以以下下，，旧旧一一乗乗谷谷川川））のの河河川川断断面面をを示示すす遺遺構構をを発発見見ししたた．．  

資資料料館館がが保保有有すするる遺遺跡跡調調査査資資料料かからら，，旧旧一一乗乗谷谷川川ににおおけけるる外外水水氾氾濫濫はは 11557733 年年のの朝朝倉倉氏氏滅滅亡亡直直後後にに 11 度度ああっっ

たたここととががわわかかっったた．．ここれれをを裏裏付付けけるる資資料料ととししてて，，旧旧一一乗乗谷谷川川のの河河川川断断面面のの主主要要寸寸法法がが明明ららかかににななっったた．．ここれれままででのの

遺遺跡跡調調査査資資料料ののみみでではは，，旧旧一一乗乗谷谷川川でで生生じじたた氾氾濫濫時時のの降降水水量量ななどどのの気気象象条条件件はは不不明明ででああっったた．．  

そそここでで，，本本研研究究はは旧旧一一乗乗谷谷川川流流域域のの 33DD 地地形形モモデデルル，，22 種種類類のの河河川川氾氾濫濫シシミミュュレレーーシショョンンとと現現在在のの気気象象デデーータタをを

用用いいてて，，11557733 年年のの朝朝倉倉氏氏滅滅亡亡直直後後にに発発生生ししたた氾氾濫濫時時のの１１時時間間降降水水量量をを予予測測しし，，そそのの再再現現期期間間をを算算出出すするるここととをを目目

的的ととすするる．．  

  

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      

  

図１ 一乗谷川流域（3D モデル）               図２ 一乗谷川の最大水深分布  
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研研究究タタイイトトルル：：  

戦国時代の洪水対策都市の解明 

 

氏氏名名：：      
野野々々村村善善民民／／  

NNOONNOOMMUURRAA  YYoosshhiittaammii  
EE--mmaaiill：：  nnoonnoommuurraa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会  

キキーーワワーードド：：  風風環環境境，，新新エエネネルルギギーー，，都都市市洪洪水水  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・流流体体数数値値シシミミュュレレーーシショョンン（（iiRRIICC，，SSTTRREEAAMM））  
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